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１．はじめに 

近年，鋼床版横リブ（中間横桁）と縦桁の交差部位置の縦桁支点上補剛材上端溶接部において疲労亀裂が発

見されている．同様の損傷は鋼桁橋の中間横桁ウェブギャップ部や，対傾構上端部でも，多く報告されており，

川村ら 1)は半円切欠きによる応力集中緩和策について検討している．既報 2)では，実物大の試験体を用いて，

静的試験結果について報告した． 
本報では疲労試験を行い，鋼床版横リブ‐縦桁交差部の疲労損傷対策について検討した． 

２．実験方法 

（1） 試験体 

 図-1に試験体の形状，寸法と載荷位置を示す．載荷位置は図-1の斜線で示した箇所である．試験部 Lでは
疲労試験前に半円切欠きを行い，疲労損傷に対する予防保全効果を，試験部 R では疲労試験によって亀裂を
発生させた後に半円切欠きを行い，補強効果を検討する． 
（2） 載荷方法 

 静的載荷試験は載荷荷重を P=160kN（20kN~180kN）とし，半円切欠き前後に行った． 

 図-2に疲労試験時の荷重履歴を示す．荷重はダブルタイヤ一軸を想定し最小荷重を 20kNとして⊿P=160kN，

200kN，280kNにて実施した．亀裂検出方法は磁紛探傷，目視を併用した． 
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図-1 試験体の形状と寸法 
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３．実験結果 

（1） 静的載荷試験結果 

図-3に半円切欠き前後の試験部 Lの静的試験結果を示す．

半円切欠きを施すことにより，補剛材上端部こば面の応力が

約 1/4に低減されていることが確認できる． 

（2） 疲労試験結果 

載荷荷重範囲⊿P=160kN，⊿P=200kN ともに 200 万回載荷

を行ったが亀裂が発生しなかった．⊿P=280kN では，7 万回

で縦桁下フランジ上面と補剛材下端の交差部で亀裂が発生し

た．試験を継続し 100 万回載荷を行ったが補剛材上端部の試

験部では亀裂が発生しなかった．そのため，試験部 Rの溶接部に切り込みを入れて⊿P=280kNで 36万回載荷

を行ったが，亀裂の発生は見られなかった．写真-1に試験部 Rの溶接部の状態を示す． 

４．まとめ 

 鋼床版横リブ‐縦桁交差部の疲労損傷対策について検討した．その結果，補剛材に半円切欠きを行うことに

よりこば面の応力が約 1/4に低減できることが確認された．なお，疲労試験では半円切欠きの有無どちらも亀
裂は発生しなかった． 
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図-3 荷重履歴 

 
図-2 試験部Lの応力分布（P=160kN） 

     
⊿P=200kN載荷前         切り込み作成後            溶接部除去後 

写真-1 試験部Rの溶接部の状態 
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